
これまでにスペイン語を全く勉強したことが
ないのですが、大丈夫でしょうか？Q
ほとんどの学生が、入学後に初めてスペイン語を学ぶことになります。会
話は外国人教員が、文法や読み書きは日本人教員が基礎から徹底的に
教えますので、ご安心ください。A

スペイン語と英語、それぞれ
どのくらいできるようになりますか？Q
上記の到達目標を目安にしてください。SALC、MULCといった学習施設
がありますので、授業時間以外にも語学力を伸ばしていくことが可能です。A

スペイン語だけではなく
英語も勉強したいのですが、可能ですか？Q
スペイン語専攻でも、「Freshman English」など、英語の必修授業があり
ます。また、SALCやELIラウンジなど英語学習のための施設を利用しな
がら、英語の力を養うことができます。A

スペイン語の資格を取りたいのですが、
どのようなものがありますか？Q
スペイン語技能検定、DELE、SIELEなどがあります。A

あなたのギモンを解決 Q&A

Mon Tue Wed Thu Fri Sat

1時限 
9:00 -10:30

スペイン語
基礎Ⅰ (a)

2時限
10:40-12:10

Freshman 
EnglishⅠ(ML)

スペイン語
基礎Ⅰ (a)

アカデミック
英語Ⅰ

スペイン語
基礎Ⅰ (a)

3時限
13:10-14:40

スペイン語
基礎Ⅰ (a)

ラテンアメリカ史
概論Ⅰ

スペイン語
基礎Ⅰ (a)

Freshman 
EnglishⅠ(ML)

4時限
14:50-16:20

アカデミック
英語Ⅰ 憲法Ⅰ イベリア史概論Ⅰ イベロアメリカ

研究入門

5時限
16:30-18:00

オンデマンド：◆  基礎演習Ⅰ

スペイン語圏の多様な文化・民族性を理解し、
新たな視点を獲得する

　スペイン語は、世界 21の国と地域で公用語とされ、約5 億人の話
者がいます。またスペイン語は国連の公用語の一つであり、重要な言
語として認識されています。スペイン語圏はスペインをはじめ、中南米、
カリブ海地域、赤道ギニアと多彩な文化が魅力的な地域です。アメリ
カでも英語の次に話されており、あらゆる文化や宗教観、そして普遍
性も学べ、国際人としてのセンスを身につけることができます。

幅は広がる活躍の場
　スペイン語の表記はアルファベットでローマ字発音に似ており、さ
らに母音も同じで日本語に似ているので、習得しやすい言語です。また、
スペイン語は非常に多くの国と地域で話されています。スペイン語圏

の国と地域はかつて古くに交易があったことから貴重な美術品や建築
物などが数多く残されており、観光業界や、スペインサッカーの人気
でスポーツマーケティングの分野でも需要が高まり、スペイン語話者
は今後ますます活躍の場の拡大が期待できます。

時空を超えた大きな概念を手に入れる
　スペイン語圏は大航海時代を経て、異文化の共存と民族の交流を
経験した言語といえます。英語圏とは違う考え方や社会構造、そして
発想を身につけることで、時空を超えた大きな概念を手に入れること
ができます。新たな価値観が求められる現在に、非常に役立つ学び
が手に入れられるはずです。

外国語学部

イベロアメリカ言語学科  スペイン語専攻
SPANISH MAJOR / DEPARTMENT OF SPANISH & PORTUGUESE

必修・選択必修   ●＝地域言語科目   ▲＝英語科目   ■＝研究科目   ◯＝演習科目

Mon Tue Wed Thu Fri Sat

1時限 
9:00 -10:30

2時限
10:40-12:10 スペイン語応用Ⅰ スペイン文化

研究Ⅰ

English for 
Multicultural 
Communication

English for 
Multicultural 
Communication

3時限
13:10-14:40 ブラジル研究入門 スペイン語の

歴史と地理Ⅰ

Topics in
Language and
Culture

4時限
14:50-16:20

ポルトガル語
特講Ⅰ

5時限
16:30-18:00

イベロアメリカの
法と文化Ⅰ 応用演習

必修・選択必修   ●＝地域言語科目   ▲＝英語科目   ■＝研究科目   ◆＝基盤教育科目

●
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▲

■
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●

■
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　1・2年次はクラスに分かれて授業が行われ、週5
回のスペイン語必修科目はクラスごとに指定された
時間に受講します。スペイン語専攻作成のスペイ
ン語の教科書と基礎単語集を教材として使用します。
研究科目では、広い視野を養うため、「イベロアメリ
カ研究入門」や「ラテンアメリカ史概論」など、広く
地域を学ぶことをおすすめします。
　英語必修科目は、他言語専攻の学生と混合クラ
スで、週３回行われます。TOEIC、ビジネス英語な
どに関する選択科目もあります。

▶１年次（前期）

　3・4年次のスペイン語必修科目は、「スペイン語
応用Ⅰ・Ⅱ」のほか、選択必修として「ポルトガル語
特講Ⅰ～Ⅳ」が履修可能です。内容はそれぞれの科
目や担当教員によって異なり、語学と教養を重視し
ています。英語必修科目「English for Multicultural 
Communication」は、他言語専攻の学生と混合クラ
スで、週2回行われます。英語で学ぶ内容重視の授
業で、より高度な英語と教養を学びます。

▶３年次（前期）

スペイン語専攻モデルカリキュラム

必修科目と選択必修科目
（）内は単位数

基盤教育科目（6）は必修科目、学科・専攻指定研究科目（18）は必修・選択必修科目、演習科目（4）は選択必修科目として履修する。

必修

英語科目

Freshman EnglishⅠ・Ⅱ（ML）（4）
アカデミック英語Ⅰ・Ⅱ（4）

4年次1年次

地域
言語
科目

必修

選択
必修

スペイン語応用Ⅰ・Ⅱ（4）スペイン語基礎Ⅰ・Ⅱ（10） スペイン語基礎Ⅲ・Ⅳ（10）

─

2年次 3年次

Effective Language Learning Course1・2（各1）  Effective Learning Module1・2（各1）  ビジネス英語Ⅰ・Ⅱ（各2）  時事英語Ⅰ・Ⅱ（各2）  
Language Lab（1）  Oral Communication（1）  TOEIC®500演習（1）

TOEIC® 600演習（1）  TOEIC® 700演習（1）  TOEIC® 800演習（2）  TOEIC® 900演習（2）から2単位

選択
必修

Sophomore EnglishⅠ・Ⅱ（ML）（4）
Media EnglishⅠ・Ⅱ（ML）（4）

─ スペイン語総合Ⅰ・Ⅱ（各2）
ポルトガル語特講Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ（各2）から合計6単位

English for Multicultural Communication（4）

技能別語学到達目標 

注：DELEとは、外国語としてのスペイン語検定試験（スペイン教育・職業訓練省認定証）。

書く

検定等

理解する

話す

読む

聞く

やり取り

発表

スペイン語

・ スペイン語の新聞、エッセー、メール、ビジネス文書などを読み、理解することができる。
・ 専門的なテーマも含め、抽象的ないし具体的な内容からなる複雑な文の趣旨を理解することができる。

・ テレビ、ラジオのニュースや番組内の会話を理解することができる。
・ 日常的な事柄から大学の講義等の専門的な内容まで、地域的なバリエーションを含め、発話を理解することができる。

・ 時事問題や相手の関心事項に合わせた会話や討論ができる。
・ ディスカッションでは、多様な意見を尊重しつつ、積極的に意見交換をすることができる。

・ 論文を書いたり、報告書や企画書を作成できるようになる。
・ 個人的に関心のある話題や社会的・文化的な事柄について、反対意見や少数意見の長所と短所を示しつつ、論理的な文章を書くことができる。

・ DELE B1以上、スペイン語技能検定３級以上を目指す
・ CEFR B1-B2レベル相当

・ 自国を含めた世界の社会・文化について論理的なプレゼンテーションやスピーチができる。
・ 社会的、学問的、職業上の目的及び言語使用場面に応じた発言ができる。

4443


